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アムネスティーインターナショナルジャパン主催 

２０２２年３月１０日 緊急オンラインウェブセミナー 

『２人の活動家が語るウクライナの今』私たちは、今、何ができるのか 

〈メモ〉徳本光香 
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〈本日の目的〉 

・今、何が起こっているのか？ 

・今、何ができるのか？ 

実際にウクライナに家族や友人がいるウクライナの方のお話を聴き、何ができるかを模索 
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サーシャ・カヴェリナさんのお話 

ウクライナ東部出身で日本に５年います。今回の事態が起こる前はただ普通に生活して

いましたが、２月２２日にすべてが変わりました。ロシアの大統領プーチンがウクライナ東

部の２つの地域を独立地域として認めました。すぐ私は SNS でロシア大使館前のデモを

呼びかけたら、ウクライナ人以外の人も、５０人もあつまってくれました。 
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次の日にプーチン大統領は特別軍事行動＝ウクライナ侵略行動を始め、複数のウクライナ

の都市が被害をうけました。

 

私は、今度は渋谷で抗議デモを呼びかけたところ、２５０人くらいを期待していました

が、２０００人もの人が参加してくれました。この数はとても大きな数です。日本にいるウク

ライナ人は公式にも２千～４千人しかいませんので。 
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そのあと私たちは一層努力して、SNSでの情報拡散、グーグルフォームを使ってのボラ

ンティアの呼びかけをし、１５０人もの人が応えてくれています。デジタルワークスペースも

設けています。寄付の呼びかけも。 

 

私は東京にいて、こういう活動を組織していますが、私の家族のことが、とてもとても

心配です。ウクライナ東部のハーケンという都市で２０歳まで過ごしたが、このビルはミサ

イル攻撃で破壊されました。ここに住む知り合いは、さいわい命に別状はありませんでし

た。私は母と話すことができました。生き延びられたらあなたの言うことをきくと母は言

っています。都心からは２０キロ離れていて安全ですが、毎日ロシア軍の空爆は続いてい

ます。 

 

 ３月５日、渋谷で改めて抗議デモを呼びかけたら、今度は２０００人の参加を期待してい

たのですが、４０００人もの人が参加してくれました。１００人のボランティアの方も助けて

くれ、７４万４０００円の寄付を受けました。 
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 寄付は人道支援に使っています。カライヤニというNPOと連携し、ウクライナの組織に

お金を送っています。上の写真はお金を送っている先のボランティアの人たちで、この活

動のことは SNSで発信しています。 

 

 これからやることは、チャリティー、芸術家とかいろいろな制作者が扱う物の販売をし

て、収益の２分の１をウクライナに送ります。チャリティーイベントも行い、寄付をさらにあ

つめています。質問などは、スタンドウィズウクライナを通してコンタクトをとってもらえれ

ばと思います。 
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主催者 

私は抗議デモに参加してサーシャさんと会いました。日々日本のウクライナへの関心も

強まっています。 

 

デモの映像内で流れたウクライナの方による日本語のメッセージ 

「世界のみんなが集まらないと。大きな街、全部破壊されている。それを今やめないと、次

は世界の戦争になってしまう。平和だけお願いします」 

 

主催者からサーシャさんへ 

Q、元々こういう活動をしていましたか？ 

A、今回がほんとうに初めてです。政治に関して自分から呼びかける滑動をまったくしたこ

とがありませんでした。イベントを企画したことはありますけど、抗議行動を呼びかけたこ

とはありませんでした。今わたしはウクライナから何千キロと離れています。でも私や日本

にいる人々ができることは小さなことでも助けになると信じています。 

 

Q、ウクライナのNGOともやりとりしているそうですが、元々つながりがあったのです

か？ 

A、今まではウクライナのNGOとのコンタクトはまったくありませんでしたが、今は日本

で私と行動している人たちは、どういう人にお金を送ったらいいか探しているんです。食

べ物や薬や衛生用品などを配布する活動している人を見つけてお金を送りたいと考えて

いるんです。 

 

Q、できるだけ直接物資を送れる方法を探しているんですね？ 

A、直接の活動をしている人にお金を渡したいです。もっと大規模にお金を集めて送る組

織もありますが、状況がとても速く変わっていて、人々は家にとじこめられているので、そ

ういう人たちにとにかく迅速に届ける活動をしている人に直接送りたいと考えています。 

 

Q、次の行動プランは？ 

A、抗議行動、寄付を募る活動を続けます。その中でウクライナの文化のすばらしさを日本

のみなさんにも知っていただきたいとも望んでいます。 

 

Q、大阪や京都でもデモをしていますが、大阪にすむウクライナ人の方はそれぞれで動い

ているのか、一緒に動いているんでしょうか？ 

A、私たちは東京で活動していますが、大阪、京都、名古屋で活動している人とも連絡をと

っています。日本でもっと大きな影響を与える行動をできないか考えています。 
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Q、いろいろ問題はあると思うんですが、集まったときにどういう話をしていますか？ 

A、日本でこれからどうするか、ウクライナへの支援をどうするか、今どういうことがウク

ライナで起こっているか、つまり仲間もウクライナ各地にいるので、国全体でどのようなこ

とが起きているか知ろうとしています。 

 

Q、難民の方がどんどん増えていますが、日本も来日ウクライナ人の家族や友人を受け入

れることになりましたが、そういう話もしますか？ 

A、今、とにかく私たちが力を入れていることは、ウクライナにいるウクライナ人を何とか

救うことです。２００万人が国外に出たけど、全体からすればほんのわずかでしかないんで

す。様々な困難、恐怖のなかにいます。日本でウクライナから難民受け入れの準備を始め

ています。まさに今日、アパートをウクライナ難民に無料提供するということを言ってくれ

ているところもあり、そういうことを進めていきたいです。難民が生活できるよう、仕事を

見つけられるように支援したいと考えています。 

 

主催者 

ありがとうございました。在日ウクライナ人の方の気持ちや活動がよく理解できました。

同じ日本にいる仲間として協力していきたいと思います。質問はあとで、よろしくお願い

します。 
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ダリナ・ミジナさんのお話 

アムネスティーインターナショナル・ウクライナの活動として、デジタルコミュニケーション

やデジタルによる活動の周知、ジェンダー、メンタルヘルスについて３年間、活動してきま

した。ロシア侵略があったときは、たまたま国外でリモートの仕事をしていました。３月は

じめに帰国する予定でしたが、今となってはいつ帰れるかわからない状況です。私の同僚

たちはみんな無事でいます。キエフから出たり国外に出た人も活動を続けています。 

 今一番力を入れていることは、市民への攻撃、あるいは市民が住んでいる住居への攻撃

を戦争犯罪として摘発するための監視、モニター活動です。ボタンティアの活動をしている

人もいますが、どうしても危険をともなうので、ウクライナの活動としては人権侵害を摘発

し訴えることが中心になっています。 

 今とても恐ろしいことが起きています。非戦闘民であるふつうの人たちが子どもも含め

て殺されています。ふつうの営みがあるアパートや、母親のケアをするような施設が爆撃

の標的になっています。 

今回の事態の背景として、ロシアのプロパガンダがずいぶん流されてきました。２０１４

年以降、ウクライナの人々の間で国内の紛争が続いていると、ロシアによって情報が流さ

れています。 

（ウクライナでは）人権運動で大きな進歩があり、政治や社会面でも公平さ、多様さの尊

重が進められてきて、政府もずっと透明度を高めてきました。 

今回の侵攻があって、これまで８年間の進歩や改革の努力がすべて台無しになってしま

った気がしています。努力や達成したものがすべて台無しにされてしまいました。これをま

たやり直して、前進を達成するのにどれだけの時間がかかるかと、とても残念な気持ちで

す。 

国外の、ウクライナの外の世界のみなさんにわかってもらいたいのは、ロシアのプロパ

ガンダのような、ウクライナの中での憎しみあいなどは取るに足らないことだということ

です。たとえばロシアは、ロシア語を話す人に対してウクライナ人が人権侵害をしていると
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言ったりしましたが、それはすべて今回の侵攻の口実にすぎないのです。 

何かお聞きになりたいことがあればお答えします。 

 

 

主催者からダリアさんへ 

Q、ダリアさんの個人的な状況をお聞きしたいです。 

A、とにかくショックでした。何が起きているかまったくわからない気持ちでした。侵攻の

日の朝、起きてニュースを見てロシアがウクライナに侵攻していることを知りました。 

私はウクライナにいる家族や友人たちとの連絡をとっています。他の場所とくらべれば

安全なところにいます。彼らにどう？と聞くと、「安全（無事）だよ」という答えが返ってく

るのみです。「OK」とか「良いよ」という答えはまったくありません。 

私は２４歳です。ですから友人も同年代の若者です。だからこんなことがなければ若者

らしい会話をしたり、コーヒーを飲んだり、将来の話や楽しむ会話をしているはずでした

が、今はそれができません。みんな、とにかく将来のことでいえるのは、とにかくウクライ

ナにとどまり、平和で独立したウクライナを守って、ウクライナを再建することだけです。 

でも今はとても強い恐怖のなかで暮らしています。とりわけ実際、夜が危険だし、恐ろし

い時を過ごしているようです。いろいろな武器による攻撃の音を聞いただけで、どんな武

器かとか、どれくらい近くかなどがわかるようになってきています。でもこんなことって、

わかるようになる必要のあることではないですよね。 
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視聴者からの質問 

Q、お二人への質問です。事態の進展は本当に速いテンポで、日々、一日の中でも変わっ

ています。お二人にとっては予想もできなかったことでしょうか？ 

 

サーシャさん 

本当にもうショックとしかいいようがありませんでした。その日は一日中泣いていました。

今日まで毎日泣いています。でも泣いていても何もならないので、涙をぬぐって何かしよ

うと今の活動をしています。 

 

ダリナさん 

アムネスティーウクライナでは、過去３～４カ月、事態がどう進展するか監視して考えてい

ましたが、ロシアがこういう侵略をするとは予想していなかったので、その朝はとてもショ

ックを受けました。 

 

サーシャさん 

侵略に至るまでプーチンはウクライナを侵略することはないと言ってきましたよね。だか

ら、実際に侵略行為をした今ではプーチンを誰も信用しないでしょう。 

 

主催者 

今の質問に答えてもらうのはとてもつらいことだったのではないかと思います。視聴者に

お話くださったことにとても感謝しています。 

 

Ｑ、こんな事態になり、ウクライナにいる人々の状況や声を聞きながら、どうやって気持ち

を持ちこたえていらっしゃるんでしょうか。 

 

ダリナさん 

私が気持ちの支えとしているのは、独立国ウクライナに帰国して、そしてウクライナをよく

するのに加わるんだという気持ちです。 

 

サーシャさん 

私の気持ちを支えてくれているのは、私の活動に対して理解を示し、支援をしてくれる

方々が多くいらっしゃることです。ウクライナの人々に対してもとてもあたたかい想いを

寄せてくださっていることです。そして、活動の成果も出ていることです。支援を送ったウ

クライナの人からも、ちゃんとお金を受け取ったとメッセージがあり、そのお金で食料や生

活状態を何とか維持する助けになっていることが、とても支えになっています。本当にほ
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んとうにありがたいです。 

 

主催者 

お気持ちを話してくださって本当にありがとうございます。お二人がとても前向きで強い

気持ちでいらっしゃることがわかりました。 

 

主催者 次の質問はとてもつらいものです。 

Ｑ、私は毎日ニュースを聞いています。報道画像も観ています。特に私自身が父親なので、

父親が、母親と子どもが避難するときに抱きしめているのを見てとても心が痛みます。今

の事態の中で一番心の被害を受けているのはどういう人たちなんでしょうか。 

 

サーシャさん 

今とても、とりわけあぶない状況にあるのは小さな子どもたちと高齢の人たちです。小さ

な子どもたちは例えば粉ミルクがないとかオムツがない中で毎日耐えて生きています。そ

れからお年寄りたちは、とにかく動くことができない、車でも逃げ出すことができないの

で、家の中にいて、薬も食べ物もない状況にいます。私の祖母がそういう状態にいます。 

 

ダリナさん 

私たちアムネスティーで人権擁護、人権推進の活動をしてきて、いつもどういう人たち

が人権侵害をうけるのかに注意を払ってきました。こういう状況で危ない状況に置かれる

人たちは、平時でも、危ない状況に置かれる人たちです。コロナ禍についても、それが拡大

され悪化されているという風に思っています。 

 もっとも危ない状況のある人々は、高齢の人たちと子ども、加えて障がい者の人々、そ

れに女性。多くの武力紛争のなかで、女性が犠牲になるということがいつも起きてきまし

た。性的な暴力であれ家庭内の暴力であれ。特に敵兵が仕返しとして女性の暴力をはたら

くことも、武力紛争ではよく起きていることです。 
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主催者 最後の質問です。 

 

Ｑ、お二人への質問です。多くの視聴者からの質問です。私たち日本にいる者が、サーシャ

さんやアムネスティーの活動を支えるためにどんなことができるでしょうか。 

 

サーシャさん 

ひきつづき、寄付をお願いしたいです。もうひとつ、日本の会社や企業の中には、全世

界で仕事をしている企業がたくさんあります。そういった企業がロシア市場から撤退する

ことに向けて、圧力をかけてほしいんです。日本の企業はあまりそういう態度を示してい

ません。ついさっき、ユニクロがロシア市場からの撤退を表明しました。これは世論の圧力

を受けて決定したと思います。ですから、ロシア、私たちの敵国を助けないよう圧力をかけ

てください。 

 これからは、お金を募るだけでなく、人道支援のための資材、物もウクライナに送りたい

と考えています。ウクライナの空港は使えないので、持ち込むのに一番近い空港に日本か

ら送ることを考えています。そのために、日本で資材を集めておく場所や作業に関わるボ

ランティア、企業であれ個人であれ、申し出てくれればという気持ちです。 

 今日、多くの方々に参加していただいています。もしみなさんの中に、物を作るとか芸術

活動をなさる方がいらっしゃったら、チャリティーイベントや文化紹介イベントに一緒に取

り組んでいただきたいです。本当にありがとうございます。 

 

ダリナさん 

 私はアムネスティーの観点からみなさんにお話します。アムネスティーの存在理由、目的

は、人道の連帯で世界を変えようということなんです。国境というものでばらばらになら

ないで連帯していきたいというのがアムネスティーインターナショナルの基本方針です。み

なさんぜひ、信頼できる情報源を元に、寄付はもちろんですが、抗議行動にも参加してく

ださい。そして、アムネスティーでは、今回の事態に抗議し、停戦を求める請願書を世界中

で呼びかけています。何十万人という人がそれに署名してくれています。ぜひみなさんも

インターネットで署名に加わってください。 

 

主催者 

みなさんありがとうございました。それぞれができること、ボランティアや寄付、物資を置

くスペースも協力をいただきたいこと。ちゃんとして情報を出せるのはアムネスティーの

力なので情報を発信し、世界で署名を集めていくこと。これはすぐにできることだと思い

ます。この今日のビデオの情報もどんどん拡散してほしいと思います。長い時間、みなさん

ありがとうございました。それぞれが活動し、いずれどこかでお会いしたいと思います。が

んばっていきましょう。 
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ウクライナに平和を！ 


